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清水建美＊：針葉樹の分類・地理，とくに２，３の亜高山生

の属についてその２.トウヒ属

TatemiSHIMIzu＊：TaxonomyandPhytogeographyoftheConifers,with

SpecialReferencetoSomeSubalpineGenera(2)ＴｈｅＧｅｎｕｓＨｃｇａ

AbstractTheclassificationanddistributionofthegenusP花eaisreviewedinthispaper、

Afewofthe34speciesrecognizedarewidelydistributedintheborealzoneoftheNorthern

Hemisphere,whilealmostalloftheotheI･sarerelicsandaredistributedinrestrictedareas、

Twentyspecies,ｍｏｒｅthanthehalfofthewholegenus,areendemictotheSino-Japanese

region，Accordingtopalaeobotanicaldata，themoreprimitivegroup，sect．Ｏ"o城aand

sect．Ｓ"c〃αａｓｄｅｆｉｎｅｄｂｙＳｃＨＭＩＤＴ，ｏccurredthroughtheearlyTertiary・Theadvanced

groups,sect､Pjcezzandsect､四z"fgE"彫s,differentiatedinthelateTertiary・Aftertheiceage

oftheQuaternary,somenewmembersofsect.Ｐ趣αextentedtheirareastotheborealzone・

Followingataxonomickeytothespeciesandvarieties,allthetaxaoftheJapanesePfcea

includingformsareannotatedtogetherwithdistributionareas・Theconescalesofeach

speciesareshownbyillustrations(Fig.３)．

KeyWords：Classification,Conescale,Evolution,Japanesespecies,厩cea

1．トウヒ属ＰｉＣｅａＡ・DIETR・の分類体系

トウヒ属はＰｊ"〃sa6igsL.(1753)を基準種として，１８２４年，DIETRIcHによって提案されたマツ科の１属

である。本属は葉が２型にならないこと，葉枕がよく発達すること，成熟球果が下向きになること，球果

の鱗片（種鱗・琶鱗）は果軸に宿存し，球果全体あるいは球果が枝ごと落下すること，種子は翼から離れ

易いこと，花粉粒は気嚢があることなどによって特徴づけられ，モミ亜科Abietoideaeあるいは単型のト

ウヒ亜科Piceoideaeとして扱われる。

トウヒ属の分類体系づくりは，WILLKoMM(1887)が４稜形の葉をもつＥ"PiceaWILLK､節と扇平の葉をも

つＯｍ０ガ々aWILLK・節に２分したのに始まる。以後，多くの研究者がいくつかの体系を発表しているが，要

するに分類群のランクはともかく，葉の形質に加え，種鱗の形質をとり上げることによって，３，４群に区分

する方法がとられている。たとえば，最初に３節に分類したMAYER(1890)の節の区分は次のようなもので

あった。

Sect./ＶｂγilzdtzMAYER（Sect,厩"α）葉は菱形，４面にほぼ同程度に気孔線がある；種鱗は硬く，成熟す

るまで開かない。例，ハリモミ。

Sect.Ｑａｓ/c雌MAYER葉は扇平，表面（向軸面）に中肋をはさんで２条の気孔線がある；種鱗は軟らかく，

ふちは波うち，成熟前にも開く。例，エゾマツ。

Sect.Ｏ碗０７１旗αWILLK，葉は幅広い菱形，表面（向軸面）に２条の気孔線がある；種鱗は硬く，成熟するま

で開かない。例，イラモミ，アカエゾマツ。

このようにMAYERの分類は，葉の形質を主とし，種鱗の形質を従とするものであったが，この方法は基

本的にはKRUssMANN(1972)の分類に至るまで踏襲され，ほぼ８０年余り採用されてきた。ところが，１９８２

年にＬＩｕが種鱗の形質を主とし葉の形質を従とする２亜属４節への分類方式を提案して以来，内容の異同
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表１トウヒ属の分類の変遷

発表年

種数

属内分類群

属内分類群の数

ＰＬａ６苑ｓ

ＲたQyα加ａｃ

ＰＬｊｏｍ”０

Ｒａ/“97《ｍ"α

只加“"m1Uたz〃

Ｒｓ”的な"α

Ｒｇルル”〃

ＲＯ"0旅ａ

ＰＬｓ"cﾉZ”ｓｆｓ

Ｒ"zOe"ｓＺｓ

Ｒｐ”g”ｓ

WILLKoMM

１８８７

７

Section

２

Eupicea

Ｏｍｏｒｉｋａ

植生史研究

ＭＡＹＥＲ

１８９０

l5

Section

３

Morinda

Ｍｏｒｉｎｄａ

Ｏｍｏｒｉｋａ

Ｍｏｒｉｎｄａ

Ｏｍｏｒｉｋａ

Casicta

LAcAssAGNE

１９３４

２７

Section

２

第９号

GAussEN

１９６６

４９

Section

３

Eupicea

Ｏｍｏｒｉｋａ

Casicta

はあるものの，SCHMIDT(1989)やFARJoN（1990)の分類にみられるように，４分類群（２亜属４節または２

節４亜節)への分類方式が定着したようにみえる。最新のFARJoNの分類系は，本質的にはSCHMIDTのそ

れと大差はない。FARJoNの４亜節への区分を検索表によって示す。

Ａ，種鱗はうすく，紙質か革質，波うち，ふちに牙歯があり，成熟前にも固く閉じない･･･Sect､CczSic施

Ｂ，葉の断面は四角形，４面ともに気孔線があって灰色を呈する……………………Subsect､Ｐｔ"zgE刀陀ｓ

ＢＢ,葉は多かれ少なかれ馬平，表面にのみ気孔線があるか，表面により広い気孔線があり，両面は色が

異なる…･…･…･…･…………………………………………･……･…Subsect.Ｓ"cAe刀ses（例トウヒ）

ＡＡ､種鱗は硬く，うすい木質，全縁か鋸歯縁，成熟前には固く閉じている……………………Ｓect､Ｈｃｅａ

Ｂ、葉はふつう明らかに馬平か幅広い菱形，表面にのみ気孔線がある・・……･………Subsect.Ｏ"oγ溌ａ

ＢＢ､葉の断面は四角形または菱形で，４面ともに気孔線がある。…･…･……………………Subsect､庇ｃｅａ

Ｃ・若枝は多かれ少なかれ有毛，葉は１ｍｍより細く，1.5ｃｍより短い，球果は小型

……･…………………･…･…･…………･…．……………………Ser.Ｒ"6e"ｔｅｓ（例アカエゾマツ）

ＣＣ若枝は大抵無毛，葉はふつう1.5ｍｍより広く，もし幅１ｍｍ程度なら1.5ｃｍより長い，球果は

大型･…………･…･……Ser､Ｐｉｃｇａ（例ヒメバラモミ・イラモミ・パラモミ・ヤツガタケトウ上）

表ｌに，WILLKoMM以来のトウヒ属の主な分類系を示す。例示した種は，それぞれの分類群(亜属･節・

亜節）の基準種および日本産の全種である。表中の空白は，当該著者が言及していないことを示し，実線

は上の種と同一分類群に属することを示す。このうち，LAcAssAGNE(1934)は，Sectionの外にPhylumA，

Ｂ,Ｃ,Ｄのカテゴリーを用いているので，４分方式とみなすことができる。しかし，PhylumA,Ｂは球果

の長短，PhylumC,Ｄは種鱗の形（円形か菱形か）によって定義されているので，必ずしもSCHMIDTや

FARJoNの分類とは一致しない。LAcAssAGNEの分類では，日本産の６種はPhylumA,Ｂ,Ｄの３群に分け

られるが，GAussEN（1966)以降は，ＬＩｕを除き，いずれの場合も，エゾマツ（トウヒを含む）とその他の

２群に分類されている。ＬＩｕの分類では，エゾマツの扱いは他と変わっていないが，ヤツガタケトウ上・ヒ

メパラモミ・アカエゾマツの３種がＯ加0砿α亜属〃0減れぬ節，ハリモミ・イラモミの２種がＨとgα亜属

Picga節へと２分されているのが特徴である。

2．トウヒ属の分布と進化

トウヒ属は表ｌにも示した通り，３０数種を数え，台湾のニイタカトウヒを南限とし，ほぼ北回帰線以北

の温帯上部および亜寒帯域に広大な分布圏をもつ。なかでも，ドイツトウヒＰｌａ６ｉｅｓはヨーロッパ中北部
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３
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ＫＲＵｓｓＭＡＮＮ

１９７２

Section

３

Eupicea

Omorika

Casicta

Ｌｌｕ

１９８２

３４

Subgen.-Ｓect、

４

Picea-Picea

Omorika-Morinda

Picea-Picea

Omorika-Morinda

Omorika-Omorika

Picea-Casicta

SCHMIDT

１９８９

３０

Subgen-Sect，

４

Picea-Picea

Picea-Omorika

Casicta-Sitcha

Casicta-Pungens
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l990

３３

Sect.－Subsect、

４

Picea-Picea

Picea-Omorikae

Casicta-Sitchenses

Casicta-Pungentes

に，シベリアトウヒRo6ozﾉα虹はシベリア東部に，カナダトウヒRgjcz邸Ｃａおよびクロトウヒ只加α施刀α

は北アメリカ北部に広く分布し，北方針葉樹林を構成する主要な樹種となっている。これらはいずれも

Picga節に属し，第四紀の氷河期以後に分布を広げたものであるが,同じ北方針葉樹林の樹種であるモミ属

やカラマツ属より広い分布域をもつ（両属ともに，スカンジナビアには入っていないし，アラスカにおけ

る分布もせまい)。

しかし，トウヒ属全体からみれば，日本のヤツガタケトウ上やヒメバラモミのように，分布域はごく狭

くて遺存的性格を示す種の方が断然多い。いま，FARJoN(1990)の４亜節への分類方式に従い，トウヒ属全

種について，植物区系（GOOD,1964）ごとにその分布の有無を点検すると表２のようになる。この表では，

欧州シベリア区系はウラル山脈をはさんで以西を(1)，以東を(2)として表した。欧州シペリア区系に広く分

布するＲａ６ｉｃｓとRO60zﾉα'αは同種とみる見解もあり，ウラル山脈以西ではＲａ雄sが優勢，以東ではR

o6o〃α雌が優勢であるとされるので，とくに大小の丸印を用い，この間の事情を表現した。表から明らかな

ように，日華区系には本属の大半の２０種が分布しており，いわば分布の中心をなす。各種の分布域は，エ

ゾマツが極東地域にやや広く分布するほかは，いずれも局部的に分布するにすぎない。日華区系以外でも，

オモリカトウヒＰＬＯ"o'７)bａ（バルカン半島）やプレヴェリアトウヒＲｂ”zｲﾉe”"ａ（アメリカ合衆国オレ

ゴン州西南部・カリフォルニア州東北部）をはじめ，いずれも分布域は小さい。

ところで,SCHMIDT(1989)は,「トウヒ属植物の分類と進化｣と題する論文を書き,種鱗の形からMorinda

型およびCasicta型の球果をもつ２つの自然群に分けられるとして，それぞれＰ允gα亜属およびＱｚｓｉｃｍ

亜属と定義した。そして，両亜属の中で，それぞれ葉の構造・分布型・生態的特性に平行進化が起こった

とみなしている。つまり，葉が馬平で向軸面にのみ気孔線がある群（Ｏ"o砿α節およびＳ"c"節）が祖先

型であり，海洋性で温暖な地方に分布するのに対し，葉が４稜形で４面ともに気孔線がある群(魔cga節お

よびＨ”gどれs節）は派生型であって，海洋性の温暖な地方のみならず，内陸の気候にも適応し，そのうち

の数種が北方針葉樹林を展開したと説明している。彼は，種鱗の形をはじめ形態学・解剖学・遺伝学・生

化学･生理学･花粉学･地理学に関する５４個の形質を取り上げ，３１種のトウヒ属植物について数量分類学

的手法に基づいて各種間の類縁度（百分率一致率）を計算し，樹状図を描いた。これは，少なくとも亜属

および節レベルにおいては，これらの区分の妥当性を支持するものとなっている。

そこで，SCHMIDTの亜属と節(分類群のランクはFARJoNに従って）の分布図を作成してみた（図１，２)。

Ｐたeα節の祖先型すなわちＯ"0””e亜節は，必ずしも海洋性気候に限られるというわけではな.く，中国中

南部・ヒマラヤおよび北米西海岸に分布するのに対し，派生型はユーラシアおよび北アメリカに点在する
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一方,北半球の北部にほとんど連続的に分布する。

このような分布型は，前報（清水，1990）で述べ

たカラマツ属の〃""応9面/9s節およびＬαγix節

に酷似している。Qzsic如節の場合は，祖先型が中

国中南部と北米西岸に生ずる点は，ＰｿＣｅα節と同

じであるが，大きくみれば東アジア一北米西岸型

の分布，つまり両太平洋岸型の分布型を示し，典

型的な両太平洋岸型分布をするのが特筆される。

最古のトウヒ属類似の化石は，イングランドの

下部白亜紀から報告された厩'1y"ｅｓｓＯ/〃s〃とさ

れているが，これはＳＥｗＡＲＤ（1919)の球果のス

ケッチをみる限りMorinda型の球果であり，

Casicta型ではない。正しくトウヒ属とされる化

石の記録は，図２に併せて示してあるが，主とし

てScHMIDT-VoGT(1977)に従って，時代区分ごと

の産出状況を示すと，表３のようである。これに

よると，最古の化石は，北米大西洋岸と北海道の

白亜紀後期に産する。欧州では第三紀全体を通し

てかなりの化石が記録されており，北米太平洋岸

にも第三紀の記録があるが，なぜか大西洋岸では

第三紀の化石が出ていない。日本では中新世およ

び鮮新世の植物，たとえば，Ｐ花gα”ocgがＣａの報

告がある。これらの化石種の亜属や節への所属は，

一般に不明確のようであるが，バルカン半島から

の始新世の化石種Ｐ.〃g彪流がｏ柳oがたαg亜節，

カナダのパンクーパー島からの漸新世の化石種

RsOOAe"sisがＳ"Che"sgs亜節とみられることか

ら，古第三紀には魔Ｃｅα節およびQzs允雌節にお

けるそれぞれの祖先型が分化していたと考えられ

る。さらに，MuLLER-SToLL(1938)は，欧州の新

第三紀からＯ”０γ澱αｅ亜節に属するＰ．

，α〃go籾0γiﾉｾα,Ｐｉｃｇａ亜節に属するＲｅｃ〃"α虹を

報告している(ScHMIDT-VoGTによる)。こうして

みると，トウヒ属植物は白亜紀後期にはすでに存

在し，古第三紀にＨｂｅａ節およびQzs允地節が分

化し,新第三紀に両節で平行的にMorinda型植物

とCasicta型植物が分化したと考えても差し支え

なさそうである。これは，先に述べたSCHMIDTの

扱い方とも一致する。

トウヒ属の分布型は,上記の化石の産地を含め，

北方針葉樹林を除いて考えると,前報(清水,1990）

のカラマツ属およびツガ属，あるいは，ブナ属の

分布型と極めてよく似ており，欧州・東アジア・

北米両岸が主な分布域となっている。ブナ属やツ

ガ属同様に，第三紀に北半球温帯の湿潤地帯で分

化し，氷期に多くの種が絶滅し，大部分が残存隔

表２FARJoNのトウヒ属の分類体系と各種の分布
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針葉樹の分類・地理，とくに２，３の亜高山生の属についてその2．トウヒ属（清水建美）９

離され，あるいは二次的分化をとげたというのが，トウヒ属の姿であろう。そのうちの一部の種が，氷期

後急速に分布圏を拡げて作り上げたのが北方針葉樹に外ならない。

3．日本のトウヒ属

表１，２に示したように日本産のトウヒ属植物は６種である。成熟球果の種鱗の形質を重視してこれらの

種および変種への検索表を示す。

Ａ・種鱗は卵状楕円形，両面ともに平滑，ふちは波うち，上半部に不整の明瞭な細鋸歯がある，吸湿して

も固く閉じない；葉は扇平で向軸面に２本の気孔線がある。

Ｂ、種鱗の長さは幅の1.6～２倍，種翼の幅は３～3.5ｍｍ；琶鱗は幅2.5～３ｍｍ……･…．．…1．エゾマツ

ＢＢ,種鱗の長さは幅の1.2～1.6倍，種翼の幅は３～4ｍｍ；琶鱗は幅2～2.5ｍｍ・……･…･……l'.トウヒ

ＡＡ､種鱗は扇形，中央より上が最も幅が広く，背軸面の非露出部分および向軸面の種翼の周囲に微毛を密

生し，上部に不明瞭な微鋸歯がある；葉は４稜形で４面に気孔線がある

Ｂ・種鱗の先は多少ともそり返り,吸湿しても固く閉じない；種子と種翼の長さの比はほぼ２：３；成熟

枝の葉は上向きにねる

Ｃ・種鱗の先はわずかにそり返る……………･……･……………………･………･………．．…２．イラモミ

ＣＣ､種鱗の先はひどくそり返る…･……………………………………･…………･……２'．シラネマツハダ

ＢＢ,種鱗の先はそり返らない,吸湿すれば固く閉じる；種子と種翼の長さの比はほぼ１：４；成熟枝の葉

は開出する

Ｃ・若枝に多少とも毛がある

Ｄ・種鱗は長さ約１．５ｃｍ；若枝に赤褐色の毛を密生する．……………･…･…………３．アカエゾマツ

ＤＤ・種鱗は長さ約２ｃｍ；若枝の毛は少ない

Ｅ・球果（閉塞時）の長さは幅の２～３倍…･…･………………･………………４．ヤツガタケトウ上

ＥＥ,球果（閉塞時）の長さは幅の３～3.5倍……･……………………………･…･…４'・ヒメマツハダ

ＣＣ､若枝は全く無毛

Ｄ，種鱗は長さ約2.5ｃｍ；球果は長さ８～１０ｃｍ，径４～5ｃｍ；成熟枝の葉は長さ1.5～2ｃｍ，先は

鋭くとがる………………･………………．．……．．…………………･……………………５．パラモミ

ＤＤ,種鱗は長さ約１．５ｃｍ

Ｅ，球果は長さ３～６ｃｍ，径１～２ｃｍ；葉は長さ１～1.3ｃｍ……………･…．．……６．ヒメバラモミ

ＥＥ・球果は長さ７～９ｃｍ，径２～３ｃｍ；葉は長さ1.2～１．８ｃｍ…．．……．………６'．アズサパラモミ

①エゾマツＰｉｃｇａ泥zoe邦s恋(SIEB､etZucc.)CARR.－A6ies"Ce邦sjSSIEB・etZucc．（図3,Ａ）

ふつう樹皮は赤褐色で鱗片状に深くさけるが，樹皮に割れ目がなく灰白色を呈するものはシロエゾマツ

ｆ/αJbcd上ｚｇ(TATEwAKI)HAYAsHIという。北海道・南千島一カムチャッカ・サハリン・沿海州・朝鮮・中

国（東北)。その他早池峰からの報告（岩手県植物誌，1970）がある。

トウヒvar､ルo"αＯＧ'２s恋(MAYR)REHD.－subsp・ﾉ２０"doe"sis(MAYR)Ｐ､ScHMIDT-Rﾉzo刀dりe"sなMAYＲ

（図３，Ｂ)はエゾマツに比べ，種鱗や種翼が幅広く，芭鱗が狭い(清水，1986)。樹皮が灰白色でよく割れ，

尾瀬地方にあるものはオゼトウヒfozelzsisHAYAsHIという。本州中部・大台ケ原・大峰山系・日本固有。

②イラモミ円Ｃｅαα/co9z‘われａ（VEITcHexLINDL.）CARR.－Ａ６ｉｇｓα/co9z”刀aVEITcHexLINDL.Ｐﾂcea

6icoんγ（MAxIM.）ＭＡＹＲ－Ｒ〃ＣＯ/0γMAxIM．（図３，Ｃ）

球果が緑色をおびるものをミドリイラモミｆ､ｃﾙﾉoγoca，汐aHAYAsHIという。本州中部（福島県南部～岐

阜県東部)。日本固有。

シラネマツハダvar.γg/7exzz(SHIRAsAwAetKoYAMA)FITscH.－Pk6ico/0γvar.γE/7exzzSHIRAsAwAet

KoYAMA・南アルプス。日本固有。

イラモミは種鱗がうすく，上方が短く反曲し，種子が大きい。種鱗が強く反曲するものがシラネマツハ

ダである。

③アカエゾマツＰｉｃｅａｇﾉ'ん"〃(FR,ScHM.)MAsTERs-A6iesg/gﾉz"〃ＦＲ､ＳｃＨＭ．（図３，，）

球果が緑色をおびるものをアオミアカエゾマツf､ｃﾙﾉoγocaゆａＭＩＹＡＢＥｅｔＫｕＤｏという。北海道・南千
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島・早池峰一南サハリン。

FARJoN(1990)は葉の長さや球果の大きさおよび若枝の毛の有無によって，日本産の他のPjbczz節の種と

区別し，Ｒ〃6”zjgs列に入れているが，必ずしも正しくない。

④ヤツガタケトウ上Ｐｆ"αh0yα”αeSHIRAsAwA（図３，Ｅ）

八ケ岳連峰西岳。日本固有。

ヒメマツハダＲ々 0”加ａｇｖａｒ．αscic"〃γfｓ（SHIRAsAwAetKoYAMA）Ｔ・SHIMIzu-R6ico/oγvar．

αScたz‘Ａｚ７９ｆｓＳＨＩＲＡｓＡｗＡ－Ｒｓ〃γzzsazｲﾉaeHAYAsHI南八ケ岳および南アルプス，石灰岩地に多い。日本固

有。

ヤツガタケトウ上とヒメマツハダは，球果の形や大きさ以外にこれといったちがいがみつからない。こ

の辺の事情は，清水(1979)に詳しい。

⑤バラモミ〃‘.eα/0ｍ"ｏ(Ｋ､KocH)KoEHNE-A6iesr01tz"０Ｋ.ＫｏｃＨＰ､ＰＣ"”(SIEB､etZucc.)CARR.－Ａ．

”"mSIEB・ｅｔＺｕｃｃ．（図３，Ｆ）

葉も球果も大型である。雄花穂が赤色のものをベニバナハリモミｆγ"6がomKoBAYAsHIという。福島

県，関東・中部地方，紀伊半島，四国，九州。日本固有。

⑥ヒメバラモミPiccα〃2””0”cz〃ＲＥGEL（図3,Ｇ）

鮮新世以降更新世初期にかけて，岩手県から九州に至る日本各地から化石の報告がある（那須，1972)。

八ケ岳・南アルプス・奥秩父。石灰岩地に多い。日本固有。

アズサパラモミvar.ｓ"2α，zel2sisHAYAsHIヒメバラモミより葉も球果も大きい。長野県南佐久郡川上村

および山梨県北巨摩郡大泉村。日本固有。

上記のほか，エゾマツとアカエゾマツの雑種とみられるアイエゾマツPfCgα×”0ﾉﾉiaREHD､が知られて

いる。

謝辞：農林水産省森林総合研究所浅川分場および信州大学教養部には，所蔵の標本をみせて頂いた。また，

金沢大学理学部の川本光則氏には，図３を作図して頂いた。厚くお礼申し上げたい。
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書評：林昭三.1991．日本産木材顕微鏡写真集．京都大学木質科学研究所．４＋170＋5pp､非売品．

京都大学の木質科学研究所（旧木材研究所）で木材組織と木材同定の研究を長年にわたって続けてこら

れた林先生が，定年退官を機に手づくりで出版されたのが本書である。先生は京大在職中，市場材や遺跡

出土材を実に多数，ご覧になられて，樹種同定のむずかしさを改めて実感されるとともに，同定するため

の基本的な資料，すなわち確実な同定に基づく現生材の対照標本（プレパラート）と同様に確実な資料に

基づく文献の不備を痛感し，ご自身もこれをなんとかしようと努力されてこられた。研究所に材鑑調査室

が設けられてからはそこの責任者として，材鑑標本の充実と資料の収集，整理に当たられてきたが，この

ほど定年を迎えられた。たいへん残念なことに研究所の機構改変により材鑑調査室も無くなってしまった

が，この本は材鑑室の活動の証でもある。

本書は著者の序文と４頁にわたる目次，それに針葉樹２３種，広葉樹１４７種，合計１７０種の光学顕微鏡に

よる木材組織の写真が，一種一頁で，横断面は４０倍と１００倍，放射断面と接線断面はそれぞれ１００倍，と

きに２００倍の放射断面が示され，各頁の下段にはその樹種の材構造の特徴，分布，用途が簡潔に示されて

いる。巻末には和名順の索引と本書に用いられた主な木材解剖用語の和英対照表がある。掲載樹種の選択

の基準は身近にあるもの，代表的なものと言うことで，我々が通常見かけるほとんどのものが網羅されて

いる。雄山閣から出版した「日本の遺跡出土木材総覧」のときは評者も先生とともに遺跡からよく出土す

る木材100種を選定したが，本書はこれをはるかに超えており，遺跡出土材に見られる樹種は自然木やご

く特殊なものを除いてはほとんど含まれているので，同定に当たってはたいへん参考になる。

この本は，いわば先生が職場を去るに当たってのわれわれあとに続くものへの置き土産であり，またそ

れは同時に先生ご自身にとっても再出発のスタートラインでもある。われわれとしてはこの本を樹種同定

の手引として大いに活用させていただくとともに今後も先生のご指導をお願いするものである。大学の出

版物であるので購入は出来ないが，研究の資料としてどうしてもという方は先生に一度ご相談なさると良

いかも知れない。（鈴木三男）

書評：MooRE,Ｐ.，.,ＷＥＩＲＢＪ.Ａ､＆CoLLINsoN,Ｍ､Ｅ､1991.PollenAnaly8is､２ｎｄｅｄ､216pp､Blackwell

Sci・Pub.，Oxford、

この本は，１２年前に刊行された‘､AnlllustratedGuidetoPollenAnalysis，，(MooRE,Ｐ.，.＆WEBB.』．

Ａ､1978.Hodder＆Stoughton,London)の改訂第２版である。初版刊行以降の豊富な情報とキングス＝カ

レッジでの教育経験をもとにして，章の入替えや書き改め・書き加えが全面的に施され，テキスト＝ブッ

クとしてはかなり使いやすいものとなっている。また,新たに執筆者に加わったCoLLINsoN,ＭＥ・の１０００

枚におよぶ顕微鏡写真によってillustratedguideとしての利用価値を一層高めている｡顕微鏡写真は光学

顕微鏡像をベースとしながら，走査型電子顕微鏡像を加え，花粉型の理解を一層深められるよう配慮され

ている。さらに対象とする分類群についても配慮がなされ，これまで系統立った花粉形態図誌の蓄積があ

る北西ヨーロッパ以外のヨーロッパおよび北アメリカの植物群をも対象とし，利用価値を高めようとの意

欲が伺える。章立ては，１．Basisandapplications,２．Sourcesoffossilpollen,３．Thecollectionof

samples,４．Thetreatmentofsamples,５．Pollengrainsandspores,６．Illustratedpollenandspore

keywithglossary，７．Assemblingpollendata，８．Interpretingpollendata，Bibliography．

（辻誠一郎）


